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  Modern Chinese cultural policy was introduced after the reform and opening up policy in 
1979. With the reform of the cultural system in 21st century, the cultural policy was formally 
introduced. The Chinese style cultural policy included the following three aspects. The first 
one was the government-led cultural policy. The second one was the private cultural policy 
under the guidance of the government and the last one was the private art cultural policy 
under the guidance of the government. As an attempt to materialize the cultural industrial 
policy and art cultural policy, the Cultural Creative Garden (CCG) policy was introduced. 
The thesis first discussed the positioning of CCG policy under the Chinese cultural 
environment, and the evolution of CCG policy through the change of cultural policy. In 
addition, it also pointed out the current situation and problems of CCG policy and proposed 
some suggestions for the development in the future. 
The Chinese style cultural policy emphasized on the cultural industry as well as the 
support for contemporary art. Therefore, the CCG policy also needed to share the same idea. 
However, with the tendency towards cultural industry, the art cultural policy has been	 
weakened in recent years.  
To demonstrate this transformation, the thesis demonstrated the case study conducted in 
the Shanghai M50 CCG. The conclusion was that three major problems waited to be settled. 
First, only extremely talented artists could stay in M50; second, the demonstrative effect of 
modern art was not that good; third, the function of an art exhibition has been weakened 
with more emphasize on scenic spots. 
Based on the conclusion, the thesis illustrated some suggestions to artists, administrative 
and management companies on the future development of CCG. 
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7中華人民共和国文化部ホームページより筆者整理（2016 年
12 月 26 日最終閲覧）。 
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と、2015 年の数は 2011 年より倍増し、文化創意園区の
推進により芸術家の役割を果たす等を目的として考え
られる。 




























































































































































































































































































































































	 現地調査は行政機関・研究機関計 7 人に対して 8 回、






















に M50 と呼ばれるようになった。M50 の由来は、所在
地が「莫干山路（Moganshan Road）50 号」であったこ
とによる。現在 M50 の建築面積は約 4.2 万平方メート


























































共同で M50 を運営していた。 







2011 年には M50 が法人化され、さらに文化産業を重
視している。これに伴い、M50 の家賃は高騰し、芸術
家が撤退を始め、創作活動等がかなり少なくなった。
                                                   
20M50 ホームページ（2016 年 12 月 26 日最終閲覧）。 
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4.1	 M50 の変容 
	 本節では、M50 の沿革を都市再開発への反対運動































	 結果としては、芸術倉庫としての M50 は保護された。
多くの芸術家は産業遺産での創作活動が自分の発想力
                                                   
212016 年４月３日の韓妤斎へのインタビュー。 
222016 年４月３日の韓妤斎へのインタビュー。 
232016 年 10 月 11 日の張松へのインタビュー。 
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でいる。さらに、M50 は 2002 年に上海春明都市型工業
園、春明芸術産業園区と改称され、芸術家が国外のギ
ャラリーやオクションに次々と進出した。しかし、上




























                                                   







年 12 月に文化創意園区という名称が上海市で採用された。 
った。 



















































































                                                   
272016 年３月 30 日の張載剛へのインタビュー。 
282016 年３月 31 日の潘守智へのインタビュー。 
292016 年３月 31 日の潘守智へのインタビュー。 
ことが伺われた30。インタビュー調査によると、韓と同
































                                                   
302016 年 10 月６日午前中、筆者が２時間をかかって４号楼で
の現地調査を行った。結果としては銘板と合わせて比べると、
合っている芸術家はわずか 28％であった。 
312016 年 10 月６日の劉震へのインタビュー。 
322016 年 10 月７日の韓妤斎へのインタビュー。 
332016 年 10 月７日の韓妤斎へのインタビュー。 
342016 年３月 31 日の潘守智へのインタビュー。 
352016 年３月 30 日の張載剛へのインタビュー。 
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362016 年 10 月７日の韓妤斎へのインタビュー。 
372016 年 10 月９日の劉震へのインタビュー。 






































                                                   
392016 年 10 月９日の島本聡司へのインタビュー。 
402016 年３月 31 日の現地調査に基づく。 
412016 年３月 31 日の潘守智へのインタビュー。	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472016 年 10 月９日の島本聡司へのインタビュー。 
482016年３月 31日の現地調査で入手した丁乙作品のパンフレ
ットに基づく。 







































                                                   
502016 年 10 月８日の黄臻卿へのインタビュー。 
512016 年３月 31 日の潘守智へのインタビュー。 
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厚な根本先生のお人柄に魅せられ、翌 2015 年 4 月に文
化政策研究科に入学した。入学後も、さらに先生から
手厚く指導をいただき、長期休みでも毎週面談の機会
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・洪啓東・童千慈（2009）「従上海 M50 創意園看城市転型 
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 与問題」『文化産業導刊』第 5 巻. 
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 化』2014 年 1 月号. 
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 海経済』第 2 巻. 
 
その他 
・Wang, Jun 2009,'Art in capital': Shaping  
distinctiveness in a Culture-led urban regeneration  





	 	 国：現代中国における文化改革発展の流れと文化政策の 












（3）Web サイト（いずれも 2016 年 12 月 26 日最終閲覧） 
	 ・M50 文化創意園区	 http://www.M50.com.cn 
	 ・国際連合教育科学文化機関	 http://en.unesco.org 
	 ・上海社会科学院	 http://www.sass.org.cn/ 
	 ・上海創造産業センター	 http://www.scic.sh.cn 
	 ・中華人民共和国文化部	 	 http://www.mcprc.gov.cn 
	 ・北京科学技術研究院	 	 http://www.bjast.ac.cn/ 
（4）映像（いずれも 2016 年 12 月 26 日最終閲覧） 












表 1	 文化体制改革の状況 





文化産業政策 民間 文化産業の発展 文化企業や芸術家への支援策 
注：花建（2013）『文化軟実力：全球化背景下的強国之道』上海人民出版社に基づき、筆者作 






図 1	 中国の文化政策 
注：花建（2013）『文化軟実力：全球化背景下的強国之道』上海人民出版社に基づき、筆者作 














































 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 
産業型 453 518 532 534 535 
混合型 992 1378 1575 1733 1661 
芸術型 61 77 79 80 82 
娯楽型 80 100 107 110 110 
地方特色型 85 106 113 113 118 





















8 号橋 民間企業 2003 年 工場 5.1 ㎞  
旅游記念品産業発
展中心 
政府計画 2005 年 新設 7 ㎞ 国営企業 
静安現代産業園 政府計画 2005 年 工場 1.5 ㎞  
昂立設計創意園 民間企業 2005 年 新設 7.1 ㎞ 同済大学周辺 
文化科技創意産業
基地 
政府計画 2005 年 新設  2007年に廃止 




1998 年 工場／倉庫 2.3 ㎞  
周家橋 民間企業 2005 年 工場  2007年に廃止 
卓唯 700 政府計画 2005 年 工場 5.3 ㎞  
天山軟件園 政府計画 2005 年 工場 9.1 ㎞  
伝媒文化園 政府計画 2005 年 工場 4.1 ㎞  
楽山軟件園 政府計画 2005 年 工場 8.8 ㎞  
時尚産業園 政府計画 2005 年 工場 7.9 ㎞  
虹橋軟件園 政府計画 2005 年 工場 9.2 ㎞  





芸術家 1999 年 倉庫 2.8 ㎞ 2014年に廃止 
同楽坊 民間企業 2005 年 工場 3 ㎞  
63 号設計創意工厂 政府計画 2001 年 工場 6.5 ㎞ 同済大学周辺 
注：2016 年 4 月 5 日現地調査の結果に基づき、筆者作成。 
	 
表４	 M50 で活動する主要な芸術家 
芸術家 プロフィール 芸術特徴／評価 
薛松 
Xue Song 
1965 年	 中国安徽省生まれ 
1988 年	 国立上海演劇学院を卒業 





1965 年	 中国吉林省生まれ 
1989 年	 無錫軽工業大学美術学部を卒業 




1962 年	 中国上海市生まれ 
1990 年	 国立上海大学美術学部を卒業 





1962 年	 中国湖南省生まれ 
1990 年	 国立上海華東師範大学を卒業 




1969 年	 中国遼寧省生まれ 
1990 年	 国立瀋陽大学を卒業 




1963 年	 中国上海市生まれ 
1991 年	 国立上海師範大学美術学部を卒業 













1963 年	 中国江蘇省生まれ 
1991 年	 江蘇工芸美術学院を卒業 




1966 年	 中国遼寧省生まれ 
1988 年	 国立上海演劇学院を卒業 
現在	 	 国立上海演劇学院	 教授 
中国抽象表現主義の
代表者 
注：2016 年 4 月 3 日韓妤斎へのインタビュー調査で入手した資料に基づき、筆者作成。 
	 
	 
















表５	 M50 の建物状況 
建物 概要 
0 1967 年に建設。当初は、１階に倉庫、２階にオフィス、３階に大会議室があった。 
1 1938 年に建設。当初は、社長、取締役員および管理職社員のオフィス。 
2 1997 年に建設。当初はウール倉庫。 
3 1938 年に建設。当初は織物作業場。 
4 1938 年に建設。当初は紡績作業場。 
5 1938 年に建設。当初は配電盤室。 
6 1981 年に建設。当初は毛布工場。 
7 1991 年に建設。当初は染色工場。 
8 1938 年に建設。当初は金物倉庫。 
9 1938 年に建設。当初は乾燥室。 
10 築年不詳。現在は空き家。 
11 1952 年に建設。当初は、管理職社員のオフィスがあった。 
12 築年不詳。現在は空き家。 
13 築年不詳。現在は空き家。 
14 1937 年に建設。当初は総合倉庫。 
15 1982 年に建設。当初は、廃水処理場。 
16 1940 年に建設。当初はボイラー室。 
17 1938 年に建設。当初は、１階に倉庫、２階に食堂、３階に育児所があった。 
18 1938 年に建設。当初は原材料倉庫。 
19 1938 年に建設。当初は原材料倉庫。 
20 1954 年に建設。当初は金物修理所。 
21 1938 年に建設。当初は従業員の寮。 
22 築年不詳。現在は空き家。 
23 1990 年に建設された。現在は管理会社のオフィス。 
24 2000 年に建設された。現在は園区食堂。 
25 築年不詳。現在は空き家。 









































































注：2016 年 10 月３日現地調査の際、筆者撮影。 
	 
	 
 
